
女性特有の健康課題に対する支援事業【西宮市】

西宮市は、平成31年に策定した西宮市男女共同参画プラン（女性活躍推進
計画含む）に基づき、女性活躍推進、男女共同参画社会の実現のため様々な
施策を推進している。注目したい点に労働力率が低い点が挙げられる。令和２
年の国勢調査の結果から、西宮市における30歳から49歳の女性の労働力率は
74.02％だが、全国の労働力率が80.22％、兵庫県が77.33％と比較すると
低い状況にある。西宮市の30歳から49歳の女性において、最も労働力率が高
い年代は45歳から49歳になるが、乳がん、更年期症状等の健康リスクが高まる
時期でもある。加えて市内には女子大学が複数あることから、大学と連携して若
年層の将来的なキャリア形成とヘルスリテラシーの向上も必要でもある。

地域の実情と課題

事業の効果

女性特有の健康課題（生理、乳がん、更年期症状等）に対する働く女性や
若年層に対するヘルスリテラシー向上を目的に実施する。

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 143 千円

交付金額 72 千円

事業番号 3

目標・KPI 目標 実績 評価

事業
目標

女性活躍において女
性特有の健康課題が
重要と考える割合

80％
（アウトカム）

69.8％
（R8年3月
時点）

概ね
達成

事業
KPI

キャリアプラン作成後の
アンケート評価（大変
よい、よいの合計）

80％
（アウトプット）

50％
（R7年8月
時点）

未達
成

連携団体

ハローワーク西宮、市内女子大学、NPO法人

個別キャリア相談への参加者が低調であったことから、「女性特有の健康課題」
を自分ごとに落とし込む段階ではなく、当該課題を民間事業者や女子大学等と
連携しながら可視化する段階と分析する。
女性が活躍する上で当該課題を男女ともに考えないといけない課題としてセミ
ナーやフェムケア製品の展示を通して可視化したことにより、企業等の関心が集め
ることができたことから、これらの団体との連携も見据えて検討していく必要がある。
特に性別を問わず本課題を周知していく工夫が必要である。

今後の課題

①女性特有の健康課題とキャリア形成をテーマにしたセミナーと個別キャリア相談
女性特有の健康課題とキャリアへの影響を学ぶセミナーを開催し、希望者には、
自身の健康上課題と今後理想とする働き方について、女性特有の健康課題に関
するノウハウのあるキャリアコンサルタントによる面談を実施した。

②市内大学協働事業
市内の女子大学と連携し、女性特有の健康課題（月経や生理痛による経済
損失等）や将来的なキャリアへの影響等に関して、啓発パネルを作成し大学や商
業施設等でのフェムテック製品の展示を通じてヘルスリテラシーの向上を図った。

2つの事業を通して「女性活躍において女性特有の健康課題が重要」と考える割
合が69.8％となったことから女性特有の健康課題について可視化できたことが大き
い。女性特有の健康課題を女性はもちろん男性にも知ってもらう取組を通して、近
隣市の民間事業者から情報交換の申し入れがあるなど波及効果もあった。



事業の概要

女性特有の健康課題に対する支援事業

女性特有の健康課題（生理、乳がん、更年期症状等）に対する働く女性や若年層に対するヘルスリテラシー向上を
目的に実施する。

① 女性特有の健康課題とキャリア形成をテーマにしたセミナーと

 個別キャリア相談

令和７年７月19日 10：00～12：00

参加者：27名（個別キャリア相談４名）

実施内容：

・ 更年期症状のメカニズム、働く女性のキャリアへの影響他

・ 女性特有の健康課題を踏まえたキャリアコンサルタントとの個別相談

② 市内大学協働事業
令和８年２月７日 10：30～15：00
参加者：55名
実施内容：
・ 商業施設内における女性特有の健康課題（月経、PMS）をテーマにした
ワークショップ、セミナー、フェムテック製品の展示

・ 女性特有の健康課題に関する啓発物の作成

結果・実績

目標・KPI 目標 実績 評価

事業
目標

女性活躍において女性特
有の健康課題が重要と考
える割合

80％
（アウトカム）

69.8％
（R8年3月
時点）

概ね
達成

事業
KPI

キャリアプラン作成後のアン
ケート評価（大変よい、よ
いの合計）

80％
（アウトプッ
ト）

50％（R7
年8月時
点）

未達成
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